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〔報　告〕

男子看護学生が看護師学校養成所へ入学するまでに体験した困難とその解決

Difficulties and solutions for male nursing students before entering a nurse training schoolDifficulties and solutions for male nursing students before entering a nurse training school
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【要　旨】

本研究は、男子看護学生が看護師学校養成所へ入学するまでに体験した困難とその解決に必要と考える

ことを明らかにすることを目的に、男子看護学生24名を対象にフォーカス・グループ・インタビューを

行い、内容の類似性・関連性からカテゴリー化を行った。男子看護学生の困難として33のサブカテゴリー

から【看護師を目指す気持ちを揺るがす周囲の反応】【進路選択に役立つ情報の収集や共有が難しい状況】

【男性看護師としての将来像のイメージしにくさ】等の9のカテゴリー、解決に必要と考えることとして

10のサブカテゴリーから【男性から話を聞くことができる】等の4のカテゴリーが生成された。男子看護

学生は、少数派に属することや男性看護師の看護の実際といった情報が不足することで困難を生じ、他者

に相談しにくい状況が伺えた。男子高校生らへの支援として、同じ立場や経験を有する同性から話を聞く

ことができる機会の必要性が示唆された。

【キーワード】男子看護学生　看護師学校養成所　進路選択　困難

Ⅰ．はじめに

男性看護師の就業数は年々増加傾向にあるが、男性

看護師の看護師全体に占める割合は2014年73,968
人、6.8％程度1)、男子看護学生の看護師等学校養成

所の入学者数全体に占める割合は2014年で11,782
人、14.3％程度にあり2)、男性看護師・男子看護学生

ともに依然として少数派という現状にある。男性看護

師及び男子看護学生は、女性患者への対応や女性看護

師・女子学生との関係において、性差によるケアの困

難さや少人数での肩身の狭さを体験していることが明

らかとなっており3, 4)、女性とは異なる男性特有の困

難な状況が存在していることが伺える。

多くの者が進学を選択する時代になっている日本で

は、進路選択において多くの高校生が自分の適性がわ

からない、やりたいことがみつからないといった不安

や将来働くことについての気がかりを感じており5, 6)、

一般的に進路選択には職業選択を見据えた困難が生じ

ているといえる。職業の1つである看護師について高

校生が感じるイメージとして、「精神的に苦労が多い」

「ヒトによって向き不向きがある」「人を相手とする難

しい仕事である」等の項目が高いことが報告されてお

り7)、ネガティブなイメージも抱かれていることが伺

える。また、岡本は、医療福祉系を目指す高校生にお

いて「職業の選択を間違ってしまうのではないかと不

安で、職業についてもうまくやっていく自信がないと、

迷いながら情緒的に混乱している姿」が明らかになっ

たとしている8)。そして、看護系大学1年生を対象と

した研究において、看護を学ぶ不安として専門的知識
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や技術、人間関係に関する現実的な不安と、対象が不

明瞭で漠然とした神経症的な不安が認められたとされ9)、

これは進路選択を行う高校生らにも通じるものと思わ

れる。

以上より、看護師学校養成所（以下、看護学校）へ

の進路選択は職業選択と同義に近く、看護師という専

門職種を選択することに関連した困難を抱くことが推

察される。このような状況に加えて、世間的に女性職

のイメージが強く、女性と比べて少数派となる看護師

を志望する男子高校生らが、学生生活や就労を見据え

た不安を生じるなど、男子看護学生や男性看護師に関

する研究と同様に女性とは異なる困難を抱くことは想

像に難くない。つまり、男子高校生らの看護学校への

進路選択においては、職業選択の迷いや学力の心配と

いった『進路選択に共通する困難』、負担が重そうな

看護師という職業選択を決定するという『看護師を志

望するが故の困難』、さらに『看護師を志望するが故

の困難』において少数派となることや男性であるがゆ

えに生じうる『男性に生じやすいと考えられる困難』

を体験することが推察される。しかしながら、日本で

は看護師や看護学生の研究において女性が対象である

ことが多く、男子高校生らが看護学校への進路選択過

程においてどのような困難を体験し、その困難の解決

に必要と考えていることについて焦点を当てた研究は

見当たらない。

そこで、本研究は、男子看護学生が看護学校へ入学

するまでに体験した困難及び困難を解決するために必

要と考えることを明らかにすることを目的とした。男

子看護学生が進路選択過程で体験した困難の内容や困

難を解決するために必要と考えることを明らかにする

ことは、進路選択を行う男子高校生ら、あるいは入学

後の男子看護学生への援助を行うための一助になると

考えられる。

Ⅱ．方法

１．研究デザイン

質的記述的研究

２．研究参加者

研究参加者は、東海地方の看護学校2校に在籍して

いる男子看護学生で、候補となる男子看護学生全員に

研究説明依頼書を配布した。なお、研究参加者の社会

人経験や年齢は問わないが、過去に医療職としての職

務経験がある者は、医療職への進路選択の経験が結果

に影響を及ぼすと考え、対象者から除外した。また、

本研究は看護師を志望する看護学生の困難及び困難の

解決に必要と考えることを明らかにすることを目的と

しているため、志望する資格が異なる准看護師養成課

程校の志望者は研究対象者からあらかじめ除外した。

３．用語の操作的定義

「困難」とは、男子看護学生が看護学校に入学する

までの進路選択過程で生じた不安、ストレス、悩み、

心配等といった陰性感情を伴う出来事やその要因とな

る事柄とした。

４．データ収集期間とデータ収集方法

2015年11月から2016年1月に、フォーカス・グルー

プ・インタビュー（以下、FGI）による半構成的面接

を5回行った。主な質問内容として「看護師への進路

選択を考え始めた時から、看護学校への入学に至る進

路選択の過程で体験した困難、学校生活及び就労を想

定することに関連した不安や悩み、それらを軽減・解

決できたあるいは軽減・解決のために有効と考える方策」

について自由に語ってもらい、許可を得て録音とメモ

をとった。FGIは、1対1のインタビューよりも自分

の意見を述べやすい一方で、発言力の弱い参加者は意

見を述べにくいという問題点が指摘されており10, 11)、

意見が出やすいように各グループのメンバーは同一校・

同学年の学生で構成した。

５．分析方法

グループごとの面接内容から匿名処理を行った逐語

録を作成し、看護学校へ入学するまでに体験した困難

及び困難を解決するために必要と考えることについて

話された部分を抽出してコード化した。コードの類似

性、関連性のあるものを整理し、抽象度を比較しなが

ら、サブカテゴリー、カテゴリーを生成した。分析結

果の信頼性・妥当性を確保するために、共同研究者と

繰り返し確認を行い精査した。

６．倫理的配慮

本研究は、三重県立看護大学研究倫理審査会（通知

書番号151002）及び研究参加者所属施設の倫理委員
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会の承認を得た上で実施した。研究参加者に対し、研

究説明書を用いて、研究の主旨、方法、プライバシー

の保護、所属する学校関係者に個人が特定されるデー

タの漏洩や成績等への影響がないこと、自由意思によ

る参加と辞退による不利益がないこと、同意の撤回、

面接中の心身の負担、結果の公表、等について説明し、

同意書への署名をもって同意とみなした。

Ⅲ．結果

面接は1グループにつき1回実施し、分析対象とし

た5回の面接の参加者は24名で、うち社会人経験者

は4名、男子看護学生の平均年齢は21.3±4.43歳、

平均面接時間は64.2±8.13分（54～74分）であっ

た（表1）。以下、生成されたカテゴリーについて説

明する。なお、カテゴリーは【　】、サブカテゴリー

は《　》、研究参加者の具体的な発言は斜体で｢　｣内

に示した。

１．看護学校へ入学するまでに体験した困難

男子看護学生が看護学校へ入学するまでに体験した

困難として33の《サブカテゴリー》から9の【カテ

ゴリー】が生成された（表2）。
【看護師を目指す気持ちを揺るがす周囲の反応】では、

「女性ばっかりの所だと肩身が狭いぞとか、本当にお

前やっていけるのかとずっと言われて、女性がいっぱ

いいるっていう理由で自分の入学を否定されるのは嫌

だった」「やっぱり女性が多い所に飛び込んでいくっ

ていうのは、周りの子になんか、変な目的があるとか。

そんな感じで言われるのはよくありました」と、適応

力を疑われることやからかいの対象となるなど《男性

が看護師を目指すことへの周囲の理解が得にくい》と

いう経験をしていた。また、社会人経験者では「会社

を辞める際に男性が看護師になることについて周囲に

納得してもらえず困った」という者もいた。さらに、「母

親は女の人いっぱいの職場だから続くかどうか不安

だったんじゃないですかね。（母親に心配されることで）

若干不安になりました」と語る対象者の様に《男性が

看護師という職業に就くことについて周囲に心配され

る》体験や《学生生活について周囲に心配される》体

験が困難の要因となっていた。

【看護師を目指すことを決断して良いのか迷う気持

ち】では、薬剤投与時の医療過誤への危惧や血液を扱

うことに耐えられるかわからないという不安から、自

分に《看護師としての適性があるのか気になる》こと

が困難の要因となっていた。また、「男やのに看護な

の？大丈夫なのそれ？とマイナスなことを言われるこ

ともあるんですよ。迷っているときは、本当にこれで

いいんかなぁと思った」と、《男性である自分が看護

師を目指すことに自信が持てない》という気持ちを抱

いていた。

【女性が多数を占める環境で過ごすことに対する後

ろ向きの心境】では、「看護師って女性の職場みたい

なイメージがあって、働くうえで情報共有とかコミュ

ニケーションとっていくときに、気を使ったり、抵抗

があって心のゆとりがなくなるというか、いろんな面

でプレッシャーに感じそう」のように《女性とのコミュ

ニケーションに不安や苦手意識がある》ことが困難の

要因となっていた。また、「受験の時とかに、男が少

ないから、女の子たちに、あ、男の子がおるって思わ

れるのがすごく嫌で」「合同説明会があるので、その

表１　研究参加者の概要

グループ 参加者 養成課程 学年 年代 備考

A 6名 専門学校 3年生

20-24歳：2名

社会人経験者4名含む25-29歳：1名

30-34歳：3名

B 7名 専門学校 1年生 18-19歳：7名

C 2名 専門学校 2年生
18-19歳：1名

20-24歳：1名

D 5名 大学 2年生
18-19歳：1名

20-24歳：4名

E 4名 大学 2年生
18-19歳：1名

20-24歳：3名
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場所に足を運んで、情報を手に入れるんですけど、説

明会自体も女子が多いんですよ。そこにまず、入って

いくっていうのが、すごいつらかった」と《受験や説

明会の際に周囲の女性の目線が気になる》や「（高校

の看護進学コースの授業において）女子が30人位い

る中、男子1人ぽつんって、こんな中で授業受けるの

きついなぁって、疎外感を感じた」のように《高校で

女性の多い中で授業を受けることがつらい》という体

験をしていた。

【進路選択に役立つ情報の収集や共有が難しい状況】

では、「看護系の学校の進路については話し合える友達、

共感できる友達がいないっていうことが、ちょっと不

安だった」と《進路について相談できる人がいない》

という現状が見られた。また、「周りに医療関係の仕

事に就いている人がいなかったので、うそはついては

いないだろうけど、逆に、本当のこと全部話してくれ

ているのかっていう不安はありましたね」や「（高校の）

先生も意外と情報が少ないので。こうだと思うとか、

何となくの情報しかなくて、情報源が少ないので苦労

した」のように《受験や看護についての情報が得にく

い》と感じ、特に社会人経験者では「学校からの情報

がないため、男性数について個人で情報を得るしかな

かった」という状況が見られた。また、「男子という

面で面接内容や合格者が変わってくることはあるのか、

そういう情報が全くなかった」と《男性の入学者数に

制限があるのではないかと気になる》様子が見られた。

表２　男子看護学生が看護学校へ入学するまでに体験した困難

【カテゴリー】 《サブカテゴリー》

看護師を目指す気持ちを揺るがす周囲の反応

男性が看護師を目指すことへの周囲の理解が得にくい

男性が看護師という職業に就くことについて周囲に心配される

学生生活について周囲に心配される

看護師を目指すことを決断して良いのか迷う気持ち
看護師としての適性があるのか気になる

男性である自分が看護師を目指すことに自信が持てない

女性が多数を占める環境で過ごすことに対する

後ろ向きの心境

女性とのコミュニケーションに不安や苦手意識がある

受験や説明会の際に周囲の女性の目線が気になる

高校で女性の多い中で授業をうけることがつらい

進路選択に役立つ情報の収集や共有が難しい状況

進路について相談できる人がいない

受験や看護についての情報が得にくい

男性の入学者数に制限があるのではないかと気になる

学生生活について漠然としたイメージしか描けない

ことから生じる不安

看護学生の大変さがよくわからない

実習の内容について気になる

看護に関する勉強や演習といった授業について気になる

男性用の設備が少ないため学生生活が大変そうだと感じる

学生生活での人間関係に対する気がかり

男子学生が少ないことで学生生活に不都合が生じるのではないかと気になる

男子学生の悩みを教員が理解してくれるか気になる

女子学生と馴染めないことで学生生活に不都合が生じるのではないかと気になる

男子学生と馴染めないことで学生生活に不都合が生じるのではないかと気になる

社会人経験者の同級生とうまくやっていけるか気になる

看護師の職業イメージに関する気がかり

看護師の仕事についてよくわからない

看護師の仕事内容について大変そうだと感じる

不規則な看護師の勤務について気になる

常に規律ある生活を求められる職業である

年齢を重ねた時に医療の知識についていけるか気になる

年齢を重ねた時に体力的に働けるか気になる

就労後の人間関係に対する気がかり

女性患者の看護が難しいのではないかと気になる

患者とのコミュニケーションがとれるか気になる

女性看護師と馴染めないことで就労後に不都合が生じるのではないかと気になる

男性看護師としての将来像のイメージしにくさ

男性看護師の配属に制限があるのではないかと気になる

年齢を重ねた男性看護師のイメージがつかない

年齢を重ねた時に男性看護師は嫌がられるのではないかと気になる

男性看護師が昇進できるかわからない
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【学生生活について漠然としたイメージしか描けな

いことから生じる不安】では、「看護学生も大変って

いうイメージだけはあって、大変って言われても何が

大変なのかさっぱりわからなかった」といった《看護

学生の大変さがよくわからない》や《実習の内容につ

いて気になる》、《看護に関する勉強や演習といった授

業について気になる》、《男性用の設備が少ないため学

生生活が大変そうだと感じる》等、学生生活の実際に

ついて不安を感じていた。そして、「女性にくっつい

て一緒にやらないといけない援助もあるということは

聞いていたんですけど。学生同士でやる際にも嫌じゃ

ないのかなみたいな」のように、男女で一緒に演習を

することについて不安が生じていた。

【学生生活での人間関係に対する気がかり】では、「演

習で男子だけでやることと、女子でもできるっていう

ところは多分あるなって思っていて。いろんな人を経

験してみたいんで、男子が少ないとあんま経験できな

いんじゃないかなって」「女性同士でくっつくイメー

ジがあるので、少数派はやっぱり損することがわりか

し多いかなと」のように《男子学生が少ないことで学

生生活に不都合が生じるのではないかと気になる》や

「男性にしか分からないっていうような悩みとか不安

はあるし。先生はそういうのも分かった上で接してく

れるのかなぁ」と、《男子学生の悩みを教員が理解し

てくれるか気になる》様子が見られた。また、「（女子

同士の関係の中に）男性がどう入っていくか、結構考

えました。いざ、勉強始まってからわからない、でも

周りに聞けないってなったらどうしようって」のよう

に《女子学生と馴染めないことで学生生活に不都合が

生じるのではないかと気になる》や「男子の数がそも

そも少ないことで、仲よくせざるを得ないわけじゃな

いですか。そっち失敗したらもう終わりっていう不安

はありました」のように《男子学生と馴染めないこと

で学生生活に不都合が生じるのではないかと気にな

る》、《社会人経験者の同級生とうまくやっていけるか

気になる》様子が見られ、良好な人間関係の構築に不

安を感じていた。更に、社会人経験者は「現役生と年

が離れていたので、やっぱそこで特に女の子となじめ

るかなぁって」と、年齢が離れていることも困難の要

因となっていた。

【看護師の職業イメージに関する気がかり】では、「看

護師って職業が専門性が高くて。何をするんだろう、

何をできるんだろうとは考えましたね。漠然とそうい

う不安はありました」のように《看護師の仕事につい

てよくわからない》と感じていた。逆に、身近な医療

職者からの情報により看護師についてのイメージが形

成されていることで《看護師の仕事内容について大変

そうだと感じる》や《不規則な看護師の勤務について

気になる》様子が見られ、「休日に遊びに来ていると

ころをSNSなんかに載っけたりすると。そういうの、

入院中の親御さんが見たりして、うちの子がこんなに

頑張っているのに遊んで、どういうことなのっていう

ニュース見て、それを考えるとすごい怖い職業だなあ

と。オンオフの切り替えのときでさえも、看護師であ

るっていうものを置いていけないっていう」のように

《常に規律ある生活を求められる職業である》という

ことを不安視していた。また、知識や体力を求められ

る職業というイメージから《年齢を重ねた時に医療の

知識についていけるか気になる》、《年齢を重ねた時に

体力的に働けるか気になる》と、継続的な就労につい

ての気がかりが生じていた。

【就労後の人間関係に対する気がかり】では、「世間

的に男性看護師が少ない印象なので、いざ女性患者を

受け持ったりしたらどうなっちゃうんだろうみたいな

のはやっぱりあります。男性は嫌だって言ってくる人

もいるでしょうし、どうやって対処していけばいいか

わかんない」や「きっと、女性の患者だったら男性は

多分きついというか。恥ずかしいっていう思いもある

のかなっていうのはあります」のように《女性患者の

看護が難しいのではないかと気になる》や《患者との

コミュニケーションがとれるか気になる》といった困

難が生じていた。また、女性看護師に質問をしにくい

ことやトラブルが生じた際に居づらくなるのではない

かといった《女性看護師と馴染めないことで就労後に

不都合が生じるのではないかと気になる》様子が見ら

れた。

【男性看護師としての将来像のイメージしにくさ】

では、「なんかこう、男だからできる部分とかできな

い部分があるから。自分の就職する科に、制限とかが

ちょっとあるのかなあみたいな、男はこう力が強いか

らそういう科に行けみたいな、誘導みたいなのがある

のかなあとか思っていました」と《男性看護師の配置

に制限があるのではと気になる》と感じていた。また、

「年配の看護師のイメージがないっていうか、見たこ
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とも聞いたこともなかったのでそのまま継続して働い

ているのか。それとも施設とかで看護師として働くの

か…、若いうちしかできないようなイメージがありま

した」のように《年齢を重ねた男性看護師のイメージ

がつかない》や「僕が患者だったら、おじさんに看護

されたくないと思うんで、見た目とか、しっかりして

いかないといけないなって」と、《年齢を重ねた時に

男性看護師は嫌がられるのではないかと気になる》様

子が見られた。そして、「看護師長、男性はそれにな

れるのかっていう。どこの病院行っても、女性ばっか

りだから」と《男性看護師が昇進できるかわからない》

と感じており、年齢を重ねた男性看護師に関する実情

がわからないことが困難を抱かせる要因となっていた。

２．困難を解決するために必要と考えること

男子看護学生が困難を解決するために必要と考える

ことについては10の《サブカテゴリー》から4の【カ

テゴリー】が生成された（表3）。
【男性から話を聞くことができる】では、オープンキャ

ンパス等で《男子看護学生から話を聞ける》や「男性

看護師から、結構男やからこれができるっていうのを

聞いてきて、こうモチベーションに繋げたり、不安を

上書きするためのやる気に繋げたりとかしました」と

いった《男性看護師から話を聞ける》のように、男性

の立場として話を聞けることが安心に繋がると考えて

いた。また、情報収集の際の環境として、《職場体験

に男性看護師がいる》ことで安心と感じていた。

【看護に関する信頼のおける情報が得られる】では、

「逆にどんな悪いことがあるかっていうデメリットば

かり挙げてもらった方が、男の場合は逆に覚悟がつく

かな、っていうのもあります」等と考えている者もお

り、《看護師学校養成所からの情報提供においてデメ

リットについても知りたい》と考えていた。また、「周

りに医療関係の人がいると、目指していくビジョンが

ある程度予測がつくので、その情報源があるのは大き

いと思う」「看護師に男がなれるっていうことは母か

らも聞いて、大丈夫やろっていう後押しはしてもらい

ました」のように《身近な医療関係者から看護に関す

る話を聞ける》ことが強みとなると考えていることや

《高校の教員から看護に関する情報を得られる》こと

が必要と感じていた。

【自分で看護に関する情報を得るために努力する】

では、「看護師になることを後押ししてくれる言葉が

かなり抽象的なんで、職場のイメージがあまりつかな

かったですよね。だから、看護師体験行かせてもらっ

て、自分で得たものの方がイメージがついてプラスに

なってきました」と《オープンキャンパスや看護体験

に参加する》ことや「待遇だったりとか、男性看護師っ

てできることって何だろうな、とは少し調べて解消さ

れた部分は少しありました」のように《男性看護師に

ついて自分で情報を調べる》ことが困難の軽減に繋が

ることを実感していた。

【同じ立場の人と進路について相談できる】では、《男

子限定のオープンキャンパスだと参加しやすい》と感

じることや「志望動機とか、教師や親に聞いても答え

にくい部分なので、生徒同士で情報共有したい」のよ

うに《生徒同士で情報共有できる》ことが必要と考え

ていた。

表３　男子看護学生が困難を解決するために必要と考えること

【カテゴリー】 《サブカテゴリー》

男性から話を聞くことができる

男子看護学生から話を聞ける

男性看護師から話を聞ける

職場体験に男性看護師がいる

看護に関する信頼のおける情報が得られる

看護師学校養成所からの情報提供においてデメリットについても知りたい

身近な医療関係者から看護に関する話を聞ける

高校の教員から看護に関する情報を得られる

自分で看護に関する情報を得るために努力する
オープンキャンパスや看護体験に参加する

男性看護師について自分で情報を調べる

同じ立場の人と進路について相談できる
男子限定のオープンキャンパスだと参加しやすい

生徒同士で情報共有できる
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Ⅳ．考察

男子看護学生が看護学校へ入学するまでに体験した

困難には、《看護師としての適正があるのか気になる》

《不規則な看護師の勤務について気になる》《看護師の

仕事についてよくわからない》《常に規律ある生活を

求められる職業である》といった困難が見られ、これ

らは『看護師を志望するが故の困難』といえ、誰しも

共通して生じうる困難と考えられる。一方で、《男子

学生が少ないことで学生生活に不都合が生じるのでは

ないかと気になる》といった困難は、男性が少数派で

あることに起因すると考えられる。また、《女性患者

の看護が難しいのではないかと気になる》ことや《男

性が看護師を目指すことへの周囲の理解が得にくい》

ことは、女性とは異なる男性という性別に起因してい

る困難といえ、これらは『男性に生じやすいと考えら

れる困難』として、大別できると考えられる。以下、

本稿では『男性に生じやすいと考えられる困難』と支

援の在り方について考察していく。

１．女性と比べて少数派という立場に身を置かれること

看護師は男性が少ない職業であることは自明であり、

看護師を志望する男子高校生らは自ずと少数派に属す

ることとなる。集団間において、少数派であることが

ステレオタイプや偏見の原因になりうることが指摘さ

れている12)。また、大学生の友人関係機能として「親

密性機能」「安定化機能」「支援機能」があることや、

友人関係満足度の低さが大学不適応に間接的な影響を

持つといわれていることから13, 14)、良好な友人関係

を構築できることが学生生活においては重要といえる。

さらに、同性との関係の特徴として、同性友人に同類

性や安心感を感じており15, 16)、同性が少ない環境下

で女性と良好な関係性を構築できないことを危惧する

ことで《男子学生が少ないことで学生生活に不都合が

生じるのではないかと気になる》といった学生生活、

あるいは《女性看護師と馴染めないことで就労後に不

都合が生じるのではないかと気になる》といった就労

後の環境について、不安を抱くことに繋がるものと推

察される。

２�．不確かなイメージや先行するイメージから形作ら

れる懸念

男子看護学生は【学生生活について漠然としたイメー

ジしか描けないことから生じる不安】や【看護師の職

業イメージに関する気がかり】といった困難を生じて

いた。鈴木は、ネガティブ空想は職業的不安を高める

と指摘していることから17)、具体的なイメージがつか

ないことや不確実な情報から作られる漠然としたネガ

ティブなイメージは、学生生活のみならず、就労後を

想定した不安を生じる要因になりうると考えられる。

【男性看護師としての将来像のイメージしにくさ】

が生じる背景には、昇進意欲は女性と比較して男性の

ほうが高いという報告18)があることや日本では一般的

に男性が経済的基盤を担うことが多い現状があること

から、男子高校生らはキャリア形成を意識しやすいも

のと考えられる。そして、矢原は伝統的に女性向きの

職業とみなされてきた職業に就く男性固有の課題とし

て、他の職業に比べ社会的および経済的評価が低く抑

えられてきたという問題があるとしている19)。そのため、

男性看護師の昇進の実情が不明瞭であることや評価が

低い職業と捉えられうる現状においては、キャリア形

成に不安を抱くことに繋がるものと思われる。さらに、

本研究では男性看護師が年齢を重ねることで女性の中

で居づらくなるのではないか、患者に嫌がられるので

はないかといった懸念も抱いていた。学生の高齢者に

対するイメージでは、高齢者をステレオタイプで捉え

ていることや男性高齢者よりも女性高齢者を肯定的に

評価する傾向にあることが報告されており20, 21)、男子

看護学生は加齢により、自らもネガティブなイメージ

を周囲に認識されやすいものと捉えていることが推察

される。

船橋は、患者は異性の看護者から処置を受けるとき、

同性の看護者から受けるよりも一層強く羞恥感情が呼

び起されやすいことを指摘し22)、山田は、男性が行う

ケアは特に女性にとって嫌がられる、もしくは好まれ

ないのどちらかに陥ってしまうと結論付けている23)。

また、江原は、女らしさと評価される「同情的で、困っ

ている人に対して思いやりがある」という特性は、人

の世話をすることに対して適性があると位置づけられ

るとしている24)さらに、女性はもともと「子どもをケ

アする存在」だと一般に思われており、子どもをケア

することは性的関心なしにやさしく触ったりする行為

を含んでいることから、女性が行うケアは性的関心な

しにケアができるというイメージを生み、恥ずかしさ

を生じさせないという利点があるとも述べている24)。
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これらの調査からも、看護師は女性が行う職業だとい

う性役割と密接に結びついた職業像を抱きやすいとい

え、セクシュアリティや先に述べた社会的・経済的評

価のイメージから男性が就くべき職業ではないという

固定観念が生じるものと考えられる。そのため、看護

師は女性の職業であると感じている人々にとって、家

族であれば看護師への進路を反対や不安視されること

に繋がり、あるいは先に述べたように高校生の看護師

へのイメージの中にはネガティブなイメージも存在す

るため、周囲の同級生からは時に驚きやからかいといっ

た反応が生じるものと思われる。

３．情報収集や情報共有をし難い状況

本研究で男子看護学生は【進路選択に役立つ情報の

収集や共有が難しい状況】という困難を有していた。

看護系進路選択における調査において、学校や入試に

関する情報の入手先として4割の者が高校教諭を挙げ

ている。一方で、教員は「養成課程の違いが分かりに

くい」「看護職の仕事内容の情報が少ない」などと看

護系進路指導に困難を有していることが報告されてい

ることから25, 26)、教員から具体的な進路指導が得に

くいことが考えられる。また、《女子学生と馴染めな

いことで学生生活に不都合が生じるのではないかと気

になる》、《女性患者の看護が難しいのではないかと気

になる》といった男子高校生らが知りたいと考える情

報は、当事者である男性のみが知りうる内容といえる。

しかしながら、情報収集の機会として貴重なオープン

キャンパスや学校説明会等への参加を躊躇しているこ

とが伺え、学生生活や就労後の実情についての情報を

得る機会は限定的と思われる。

鹿内の調査では高校3年生の男女ともに、教師が母

親に次ぐ2番目の相談相手となっており、誰かに相談

すること、相談相手が多いことが進路決定自己効力の

高さおよび職業未決定の低さと結びついていたとして

いる27)。ところが、先に述べたように教員からは具体

的な情報を把握しにくく、家族や友人からはネガティ

ブな反応がみられ、周囲に看護師を志望する男性が少

ないことから、男子高校生らは生じている心配などと

いった困難を自身で解決せざるを得ない状況にあると

いえ、進路選択に対する自己効力感も育ちにくいもの

と推察される。

４．進路選択過程における支援について

中野は、特定の専門職への適応が強く求められる医

療系専門学校生にとっては進学の段階で、その専門分

野についての適性があると判断できていることが、入

学後の適合意識に影響を与えているとしている28)。ま

た、浦上は、進路選択に対する自信の無さを進路選択

に対する自己効力が低いと読み替えられるとし、自己

効力を高める方法として、進路選択行動を行っている

先輩の姿を見聞きすることも情報源になるという代理

的体験、不安感情を軽減させるような介入を行う情動

的喚起などがあるとしている29)。限られた情報の中で

具体的なイメージができないことやネガティブなイメー

ジが作り出されることは、適性の自覚にも影響を及ぼ

すものと思われ、これらを踏まえた支援を行っていく

ことが必要と考える。

本研究結果より、男子看護学生は少数派に属するこ

とや女性との関係性、男性看護師の将来像が見えにく

いといった、男性に生じやすい体験に関する具体的な

情報が少なく、加えて進路選択過程で生じる将来の不

安や相談がしにくいという状況により、困難が生じて

いると考えられる。進路選択後の具体的なイメージを

作るためには、男子看護学生が【男性から話を聞くこ

とができる】ことが必要と考えていることからも、オー

プンキャンパスや看護体験を機会として、実際に体験

をした同性から情報収集できることが先の代理的体験

に当たると考えられる。また、同じ立場である者と不

安な気持ちを吐露したり、共感し合えたり出来る場を

提供することは情動的喚起となり、進路選択に対する

自己効力感を高めることに繋がると思われる。男性看

護師の多くが、女性患者の特に羞恥心を伴うケアにお

いて拒否された経験を有している一方で30)、男性看護

師から看護を受けた経験のある患者は、未経験者より

肯定的な認識を持っているとの報告も散見される31)。

《看護師学校養成所からの情報提供においてデメリッ

トについても知りたい》との思いも見られることから、

男性看護師は羞恥心を伴うケアにおいて配慮が必要と

いう事実と併せて、男性看護師が実際に行っている対

応についても伝えるなど、肯定的・否定的な情報と実

情も含めた偏りの少ない情報提供を行う中で、自身の

適性を判断してもらう必要があると考えられる。また、

当事者である男子高校生らのみならず、その周囲の人々

へも男子看護学生・男性看護師の現状に関する情報提
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供をしていくことによって、家族が抱える心配を払拭

できたり、進路指導・相談を担う高校教諭が効果的な

介入が行えたりすることで、結果的に困難を軽減する

ことに繋がると思われる。そして、今後、社会人経験

を有する男子看護学生が増加することも考えられ、社

会人経験者が入学前に欲しい情報として学生の体験談

が多かったとしていることから32)、ニーズを満たせる

ような情報収集の機会を提供することが必要といえる。

今後の課題として、研究参加者の背景において持病

がある場合や社会人経験者である場合、周囲に医療関

係者がいる場合等で困難の性質に大きく影響を及ぼし

ていることが伺えるため、対象者の背景を限定してい

くことが必要と思われる。また、示唆を得られた支援

を実際に行うことによって、男子高校生らの困難の解

決となり得るか検証が必要である。

Ⅴ．結論

男子看護学生が看護学校へ入学するまでに体験した

困難として、【看護師を目指す気持ちを揺るがす周囲の

反応】【看護師を目指すことを決断して良いのか迷う気

持ち】【女性が多数を占める環境で過ごすことに対する

後ろ向きの心境】【進路選択に役立つ情報の収集や共有

が難しい状況】【学生生活について漠然としたイメージ

しか描けないことから生じる不安】【学生生活での人間

関係に対する気がかり】【看護師の職業イメージに関す

る気がかり】【就労後の人間関係に対する気がかり】【男

性看護師としての将来像のイメージしにくさ】の9カ
テゴリー、困難を解決するために必要と考えることと

して 【男性から話を聞くことができる】【看護に関する

信頼のおける情報が得られる】【自分で看護に関する情

報を得るために努力する】【同じ立場の人と進路につい

て相談できる】の4カテゴリーが生成された。男子高

校生らへの支援として、同じ立場や経験を有する同性

から話を聞くことができる機会の必要性が示唆された。
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